
磐梯町デジタル変革戦略室

磐梯町におけるDX推進の取り組み
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磐梯町の人口推移と将来予測
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20年後には
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地域との関わり合い（リアル）

地域との関わり合い（想い）

定住人口

強い

弱い 強い

関係人口
（地域に興味）

昼間人口
（労働場所）

交流人口
（観光人口）

デジタルを用いて
関係人口の増加から
定住人口の増加へ



デジタル変革とは
磐梯町ではデジタル変革を以下のように定義しています。

DX＝Digital Transformation、デジタルトランスフォーメーション、デジタル変革

自治体がデジタル技術も活用して住民本位の行政、地域、社会を実現するプロセス。

CDOとはChief Digital Officerの略で、最高デジタル責任者のこと

※DXとは、Digital Transportationの略で、「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念です。
※CDOとは、CEO（最高経営責任者）やCTO（最高技術責任者）という役職には馴染みがありますが、CDO（Chief Digital Officer＝最高デジタル責任者・Chief Data 
Officer＝最高データ責任者）という役職は日本ではあまり馴染みがありません。
今日、企業におけるデータの利活⽤、そしてそこにデジタルテクノロジーを組み込んだビジネス戦略や組織変革が、競争⼒を左右し始めています。昨今の急激なデジタ
ル化が、企業に変革（デジタルトランフォーメーション）の潮流をもたらし、経営陣・マネジメント層は、⾃社の企業戦略の中に『デジタル戦略』を組み込み、社内環境
や風⼟を変え、顧客への新たな価値提供に寄与する変化を導くことが、必要不可⽋な役割になってきました。
CDOとは、AI、ロボティックス、IoT、デジタルマーケティング、ドローン、ビッグデータ等を有⽤に活⽤し、日々変化し続けるテクノロジーと消費者の行動に迅速に対
応し、幅広いデジタル戦略を統括、組織を横断して改革を推進する統括責任者の総称です。(CDO Club JAPAN HPより)



１ デジタル化は町の将来を救う
地方課題の解決にはデジタル化が不可⽋

２ デジタル共生社会の実現
デジタル化により町民すべてを幸せにする

３ 先行者利益の確保
先行者利益により企業や人材を呼び込む

CDO 菅原直敏氏
一般社団法人Publitech 代表理事
Public × Technology
「テクノロジーで人々をエンパワメントする」

デジタル化導入の理由

佐藤町長 菅原CDO



行政DX 初期の取り組み
2019年10月4日 磐梯町町政アドバイザーを設置

2019年11月1日 最高デジタル責任者を設置

2019年11月1日 DX推進プロジェクトが発足

2019年11月27日 幹部職員向けDX初期研修会を開催

2019年12月20日 第1回一般職員向けDX初期研修会を開催

2020年1月17日 第2回一般職員向けDX初期研修会を開催

2020年4月8日 コニカミノルタと行政事務効率化に関する包括連携
協定を締結

2020年6月3日 東京インタープレイとペーパーレス化に関する包括
連携協定を締結

2020年7月1日 デジタル変革戦略室設置・渋谷官民共創拠点・デジ

タル変革戦略室開設オンラインイベントを開催

2020年7月1日 渋谷スクランブルスクエアおよびPublic dots &
Companyとの関係人口創出・地方創生に関する包括
連携協定を締結

2020年7月14・15日 職員向けDX戦略説明会を開催



議会DX 初期の取り組み
2019年10月11日 議会全議員協議会にてDXについて勉強会を開催

2020年3月5日 議会全員協議会においてオンライン会議システム
を活⽤して「デジタル変革戦略室」について説明
を実施

2020年4月27日 地方議会のオンライン開催についての取り組み開
始

2020年5月11日 第1回磐梯町議会デジタル変革検討委員会を開催

2020年5月15日 第2回磐梯町議会デジタル変革検討委員会を開催

2020年5月26日 磐梯町議会のオンライン開催等に向けた提言書議
会で承認

2020年6月9日 6月定例会においてオンライン常任委員会開催

2020年12月8日 議会全議員協議会にて「DXの実績と成果」につ
いて報告



役場組織改革
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町長／副町長

CDO

室長

係長

係員

会計年度任⽤職員
（広報誌）

地域プロジェクト

マネージャー

デジタル活⽤推進員 デジタル活⽤支援員

地域活性化

起業人（広報全般）

地域おこし

協⼒隊

ＣＤＯ補佐官

（システム）

CDO補佐官

（デザイン）

政策決定

政策実行

デジタル変革戦略室

様々な複業人材が
活躍する組織

町民関係各課



行動指針の明確化

町のミッション➡使命
誰もが自分らしく生きられる

共生社会の実現

町のビジョン➡将来像
自分たちの子や孫たちが

暮らし続けたい魅力あるまちづくり

〜共創・協働のまちづくり〜

町のバリュー➡行動指針
町民本位・誰一人取り残さない

使命

（Mission)

将来像

（Vision)

行動指針（Values)

戦略（Strategy)

戦術（Tactics,Task)



使命・将来像➡磐梯町総合計画
令和2年3月 「共生社会・デジタル変革」の項目を新設



具体的将来像➡磐梯町デジタル変革戦略

将来像１：

デジタルからデザインへ～脱デ

ジタル宣言～

将来像２：

働き方の再デザイン～いつでも、

どこでも、誰とでも～

将来像３：

サービスの再デザイン～決して

お手間を取らせません～

将来像４：

参加の再デザイン～参加の意義

を考えよう～

将来像５：

官民共創のデザイン～境界を意

識しない環境づくり～

将来像６：

ゼロベースの⾃治体のデザイン

６つの将来像（ヴィジョン）共創・協働のまちづくり



行動指針➡磐梯町デジタル変革戦略
行動指針（バリュー）磐梯町DX戦略室「什の掟」



磐梯町デジタル変革戦略の特徴

2021年7月1日 第2版発行

本戦略では、「OODA Loop」的な手法(下図)を⽤いて運⽤します。
DXの推進には、不確実な要素が多く、迅速性が要求されるため、
従来の行政計画に⽤いられる「PDCAサイクル」は戦略遂行に適さ
ないためです。

OODA Loopの採⽤

本戦略は総合的ですが、網羅的ではありません。磐梯町の人的、
物的・経済的資源は限られているので、戦略の優先順位を検討し、
選択的戦略として運⽤します。

選択的戦略

本戦略は、様々な状況変化に対応する可変的戦略です。ただし、
戦略の変更は議会への報告・説明を経たのちに行うこととします。
なお、この戦略の下位に戦術が位置しており、戦術は行政が判断
し、その時々、最も適切な手法を用います。

可変的戦略



具体的な取組み

会議等のオンライン化① DX関係審議会

（設置）
第１条 磐梯町は、社会経済情勢の変化に対応するとともに、限られた資源
を最大限活用し、町民の視点に立ったデジタル
技術の活用を推進するため、磐梯町デジタル変革審議会を設置する。

（所掌事務）
第２条 審議会は、町長の諮問に応じ、デジタル技術の活用に関するプラン
の策定について調査審議を行う。

２ 審議会は、前項に定めるもののほか、デジタル技術の活用の実施状況
の評価及び推進に関する事項について町長に意見を述べる。

磐梯町官民共創・複業・テレワーク審議会
（設置）
第１条磐梯町は、これまで培ってきた知識やスキルを活かし、複数の業務に従事する複業、及び多様な現代の生活スタイ
ルにも、柔軟に対応することができるテレワークを推進するため、磐梯町官民共創・複業・テレワーク審議会を設置する。

（所掌事務）
第２条 審議会は、町長の諮問に応じ、官民共創・複業・テレワークの推進に関するプランの策定について調査審議を行う。
２ 審議会は、前項に定めるもののほか、官民共創・複業・テレワークの推進状況について町長に意見を述べる。

磐梯町デジタル変革審議会

審議会をオンライン開催にすることで、全国から特色ある委員の方々がデジタル変革に参画しています。

YouTubeでライブ配信



具体的な取組み

会議等のオンライン化② 議会委員会

議会委員会の連合審査など、各室をオンラインで接続して開催しています。



具体的な取組み

会議等のオンライン化③ 視察受け入れ

視察は（原則）オンラインで受け入れしています。

東京都板橋区議会、東京都豊島区議会、地方議会有志の会、東京都、山形県米沢市、静岡県御前崎市
一般社団法人行政情報システム研究所 他



具体的な取組み

会議等のオンライン化④ イベント
各種オンラインイベントを開催し、町のPRと関係・交流人口を創出を行っています。

町の日本酒や農産物をPRするオンラインイベントを行い、全国から多くの方々に参加いただいております。

日本酒の神様↓



具体的な取組み

BPR（業務改善）①

職員による対応が
必須でない作業
約33,000時間
（21.1％、

17人工）が
ノンコア業務で
あった。

全職員を対象に業務量調査を実施
「仕事の見える化」により、職員でなければできない仕事（コア業務）、職員でなくてもできる作業（ノンコ
ア業務）を定義し、調査・分析を行う事で業務改善に取り組んでいます。



具体的な取組み

BPR（業務改善）②

ペーパレス会議システム「SideBooks」の活用

包括連携協定を締結している東京インタープレイ㈱様から、「SideBooks」を提供いただき、議会・農業委員
会・教育委員会・課長会議などをペーパーレスで実施。

教育委員会

議会議員全員協議会



具体的な取組み

BPR（業務改善）③

KintoneやMS365を使った申請・決裁アプリを職員が自製

ベンダーからシステムを購入せず、職員が地道にコツコツとKintoneやMS365のSharePointなどを使ったア
プリを自製。実装を進めています。

・オンライン視察等申込アプリ
・共⽤物品払出アプリ
・サーバー室入退室管理アプリ
・システム等相談アプリ
・公⽤車運行管理アプリ（試行中）
・発議書、起案文書簿アプリ（試行中）
・公共施設予約申請アプリ（開発中）
・テレワーク申請アプリ（開発中）
・時間外勤務命令アプリ（検討中）
・年次有給休暇申請アプリ（検討中）



具体的な取組み

テレワーク①

令和２年秋
全職員が交代で出先施設に２日間出向

・役場においてある自分のパソコンを
リモート用パソコンで操作し業務を実施

・コミュニケーションツール
オンライン会議システムなどを活用した
テレワークを体験

全職員を対象にテレワーク研修を実施



具体的な取組み

テレワーク②
クラウド化によるテレワーク環境整備

インターネット

テレワーク環境下

役場内

セキュリティ
クラウド

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

多要素認証
ログ監視等で

セキュリティを確保

インターネット

Outlook+Exchange

SharePoint

OneDrive

Teams

Word/Excel/PowerPoint

Microsoft Azure



多要素認証実証実験

Teams公用電話化実証実験

セキュリティ向上のため、
従来のパスワードの他に、
「車の鍵」に相当する、
USB端末導入の実証実験。

端末をPCに差し込まないと起動できない。
PCを使用しない時はPCから外して保管。

外線電話を
職員PCのTeamsで受信
転送可能とするシステムの実証実験。

テレワーク環境下でも
外線電話を受信・転送可能



具体的な取組み

テレワーク③
企業誘致・移住「磐梯町でテレワーク」
磐梯町でのテレワークをオンラインでサポート



具体的な取組み

防災①
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お知らせ 

メール 

SNS・町 HP 

文字入力 

音声合成 

放送 

発電機 

遠隔操作 

以前、防災行政無線放送を行うには、役場
内の基地局から職員が直接放送を行うしか
ありませんでしたが、基地局の改修を行い
迅速かつ多様な情報伝達ができるようにな
りました。

１．スマートフォン・PCから
遠隔操作による放送が可能

２．放送内容はSNS・町HP・
お知らせメールへ自動連携

３．無停電電源装置の他に発電機を配備
対災害性を強化

防災行政無線放送の遠隔操作
SNS等自動連携



具体的な取組み

防災②
消防団参集アプリの導入

 

 

 

 

 

 

 

 

火災発生メール 

消防指令 

センター 

消防団員 

・消防指令センターから配信される火災発生メールを自動解析
アプリで消防団員に通知、発生個所を地図に表示
（地図には水利情報も表示）

・消防団各班の現在地確認機能
・団員間のチャット機能 など



具体的な取組み

幼稚園・保育所・児童館・こども館・小中学校へコドモンの導入
指導案作成、登降園管理、保護者アプリなど保育ICT機能をワンストップでサービス。

・職員の子どもと向き合う時間と心のゆとりが生まれ、
・保育や教育の質向上が期待される。
・保護者にとっては、連絡帳や出欠連絡など連絡がアプリ行えるほか、子供の成長記録
や想い出をアプリ内で閲覧・管理することが出来るようになる。

教育・保育①



具体的な取組み

GIGAスクールの推進

小中学校全校生へiPad＆全教室に電子黒板
デジタル学習ドリル・オンライン図書館などを導入

教育・保育②



具体的な取組み

マイナンバーカード
デジタル行政の基盤となるマイナンバーカードの取得率アップ

令和4年3月1日時点
町村で全国8位



具体的な取組み

地域デジタル通貨
ブロックチェーンを利用した地域デジタル通貨の実証実験

・毎年発行されていた「プレミアム付き商品券（20%お得）」を
デジタル版でも発行（25%お得）

・平日、週末の2回発売 即日完売
・多くの高齢者の方が購入、利用されている
・入金、換金手続きがアナログ、事業者のメリットづくりなど
今後の課題も多い



具体的な取組み

シニア向けスマホ教室
通信インフラはライフライン シニア世代もデジタルを「楽しく」使えるように！

・まずはスマホの取り扱い
「基礎編」を開催

・次にスマホを
「使う」「楽しむ」へ
段階的にステップアップ！

・個別に相談できる
「なんでもスマホ相談室」も
併せて開催

シニア世代の
デジタルデバイドとは？



具体的な取組み

新型コロナワクチン接種予約

電話予約とオンライン予約のハイブリッドで実施

電話予約

オンライン予約



具体的な取組み

鳥獣害対策
包括連携協定を締結しているKDDI㈱様と電気柵・電子ゲート監視システムを設置。



https://youtu.be/o3wE1zSt8TE

具体的な取組み

ふるさと納税
Webサイト、SNSを活用したオンライン広告で認知度アップ



具体的な取組み

Maas
スマホで手続きが全て完了するカーシェアリング実証事業
町内を運行する生活福祉バスのリアルタイム管理実証事業



具体的な取組み

PR・広報・マーケティング
PR・広報・マーケティングもデジタルの時代

・全ての職員が全員広報として
より良い情報を発信

・全てのステークホルダーとの
関係性をより良いものに

・・・と言っても
職員は通常業務で手一杯

・いきなりすべてを詰め込んだ
計画書を職員に示すのではなく
段階的にステップアップする
戦略書を作成

・マンガを使うなど、読みやすい
ポイントを絞った構成に



磐梯町からのお願い
磐梯町のオンライン視察にご参加頂きありがとうございました。

視察にご参加頂いたのも何かのご縁ですので、もしよろしかったら以下にご協力ください。

①町の取り組みをシェアしてください。
今回の視察も踏まえ、みなさんの持っているSNSやブログ等で磐梯町のDXの取り組みを取り上げてください。

肯定的であっても、否定的であっても構いません。より多くの方々に取り組みを知って頂くことで、町の認知度向上
と自分たちの振り返りに繋げていきたい思います。

②町の交流人口になってください。
磐梯町では、交流・関係人口の拡充をうたっています。

オンラインのフェイスブックグループがありますので、この機会に是非交流人口になって頂けたらと思います。

③ふるさと納税とご来訪をお待ちしております。
磐梯町では、ふるさと納税を募っています。

地域に根差した素敵な返礼品も揃えていますので、是非お申し込みください。

また、今回はオンラインでの対応でしたが、是非現地に遊びにお越しください。

DX戦略室ページ

磐梯町FBグループ

ふるさと納税ページ磐梯町マスコットキャラクター
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